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針路

　

第　 回中央委員会を開催

　

一
月
二
七
日
、
県
労
連
は
第
二
七
回
中
央
委
員
会
を
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
十
三
春
闘
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
中
央
委
員
な
ど
六
十
名
が
参
加
し
、

賃
上
げ
と
働
く
ル
ー
ル
の
改
善
、
消
費
税 ･

原
発･

Ｔ
Ｐ
Ｐ･

社
会
保
障
改
悪･

オ
ス
プ

レ
イ･

憲
法
改
正
な
ど
の
国
民
的
課
題
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
政
治
の
民
主
的

転
換
を
果
た
す
春
闘
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

賃
上
げ
と
働
く
ル
ー
ル
の
改
善

変えよう職場･地域と政治
勝ちとろう賃金･雇用･くらしの改善
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構造改革路線に終止符を打ち、 憲法が守られる社会の構築と組織の強化を実現しよう

13春闘

春
闘

政
治
の
民
主
的
転
換
の
春
闘
に

　
曽
子
の

「三
省
」。
人
に

忠
実
で
あ
っ
た
か
、
友
に
誠

実
で
あ
っ
た
、
知
っ
た
か
ぶ

り
し
な
か
っ
た
か
一
日
に
三

回
反
省
す
る
の
意
。
い
ま
、
「反
省
ノ
ー

ト
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
首
相
が

前
回
一
年
で
政
権
を
投
げ
出
し
た
後
、

臥
薪
嘗
胆
し
て
付
け
た
の
が
こ
の
ノ
ー
ト

▲
一
月
二
八
日
の
衆
議
院
で
の
所
信
表

明
演
説
。
「改
憲
」
に
つ
い
て
一
言
も
触

れ
な
か
っ
た
。
何
故
か
？
こ
の
ノ
ー
ト
が

関
係
し
て
い
る
。
今
も
安
倍
氏
は
「戦
後

レ
ジ
ー
ム
（体
制
）
か
ら
の
脱
却
」
を
胸

に
秘
め
て
い
る
。
し
か
し
、
前
回
は
そ
れ

を
前
面
に
出
し
す
ぎ
国
民
の
反
発
を
受

け
た
と
い
う
の
が

「反
省
」
で
あ
る
▲
今

回
は
二
期
六
年
や
る
気
で
い
る
と
い
う
。

何
の
た
め
か
。
改
憲
。
そ
の
執
念
は
、

方
法
論
に
も
表
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
七

月
の
参
議
院
選
挙
で
過
半
数
。
維
新
と

の
改
憲
連
合
。
も
う
三
年
後
の
参
議
院

選
挙
で
三
分
の
二
。
こ
れ
で
外
堀
を
埋
め

て
、
第
一
回
目
の
改
憲
。
九
六
条
の
改

憲
要
件
を
三
分
の
二
か
ら
二
分
の
一
へ。

こ
れ
で
内
堀
を
埋
め
、
本
丸
の
九
条
改

憲
へ。
二
段
階
改
憲
構
想
。
そ
の
た
め
の

二
期
六
年
の
長
期
構
想
で
あ
る
▲
関
門
は

も
う
一
つ
。
国
民
の
心
の
支
配
。
マ
ス
コ

ミ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
教
育
の
国
家
統
制
で

あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
右
傾
化
は
嘆
か
わ
し
い

限
り
。
教
育
も
危
な
い
。
受
験
学
力
第

一
主
義
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
教

育
委
員
会
への
支
配
強
化
、
国
家
統
制
。

本
気
に
は
本
気
。
憲
法
を
守
る
大
き
な

共
闘
を
。
（田
）

来
賓
に
は
、
日
本
共
産
党
高
知
県

委
員
会
か
ら
浜
川
常
任
委
員
と
四
国

労
働
金
庫
か
ら
足
達
理
事
長
を
お
招

き
し
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
口
委
員
長
は
挨
拶
で
、
「十
二
月

の
総
選
挙
で
、
自
公
は
三
二
五
議
席
を

獲
得
し
た
。
衆
院
で
は
憲
法
改
正
を
発

議
で
き
る
議
席
数
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
と
い
う
こ
と
が

問
わ
れ
て
い
る
。
安
倍
首
相
の
政
策
は

ま
さ
に
『あ
べ
こ
べ
』
で
、
十
二
年
度
の

予
算
、
補
正
の
半
分
が
公
共
事
業
。
介

護
保
険
の
引
き
上
げ
、
社
会
保
障
の

引
き
下
げ
で
業
界
団
体
最
優
先
の
政
策

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
富
裕
層

の
増
税
や
労
働
者
の
賃
上
げ
な
ど
は
目

く
ら
ま
し
に
過
ぎ
な
い
。
」と
述
べ
、
「十

三
春
闘
は
賃
上
げ
で
景
気
回
復
を
目
指

す
。
賃
上
げ
な
し
の
物
価
上
昇
は
、
国

民
消
費
者
を
さ
ら
な
る
困
難
に
陥
れ

る
。
デ
フ
レ
の
原
因
は
消
費
購
買
力
の

低
迷
、
九
七
年
か
ら
五
十
万
円
賃
金

が
引
き
下
が
っ
て
い
る
。
公
務
員
人
員

削
減
、
退
職
金
の
削
減
な
ど
は
、
民
間

の
リ
ス
ト
ラ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
一
致
点
を
見
出
し
、
賃
上
げ
の

正
当
性
を
堂
々
と
訴
え
、
確
信
を
も
っ

て
春
闘
に
取
り
組
も
う
。
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

　
次
い
で
組
織
拡
大
に
つ
い
て
「中
期
計

画
は
、
ま
だ
上
滑
り
。
下
か
ら
積
み
上

げ
て
い
き
、
実
行
の
で
き
る
計
画
に
練

り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
前
例
の

精
査
を
し
な
が
ら
一
歩
二
歩
、
一
人
で

も
二
人
で
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。
拡
大

に
関
し
て
私
た
ち
は
よ
り
工
夫
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「社
会
全
体
が
右
へ右
へと

ア
ク
セ
ル
が
踏
ま
れ
て
い
る
。
労
働
組
合

は
社
会
や
企
業
の
中
で
、
時
に
ブ
レ
ー
キ

に
な
る
必
要
が
あ
る
。
賃
上
げ
で
デ
フ
レ

脱
却
、
憲
法
改
悪
阻
止
の
共
同
の
中
心

的
役
割
を
果
た
そ
う
。
」
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
牧
書
記
長
か
ら
十
三
年
春

闘
方
針
案
と
十
二
年
度
補
正
予
算
案

が
、
金
子
書
記
次
長
か
ら
十
二
年
度
中

間
決
算
報
告
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
は
全
体
で
十
三
人
が
発
言
し
、

採
決
の
結
果
、
一
号
議
案
か
ら
三
号
議

案
の
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

春
闘
方
針
に
沿
っ
て
、
運
動
を
具
体
化

し
て
い
き
ま
す
。
（発
言
の
内
容
は
二

面
）

団結ガンバローの様子
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福
祉
保
育
労
　
前
田
委
員

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
　
筒
井
委
員

　
郵
政
産
業
ユ
ニ

オ
ン
で
署
名
の

お
願
い
。
今
、

新
人
事
制
度
が

提
案
さ
れ
て
い

る
。

新
一
般

職
、
転
勤
は
な

い
が
年
収
は
四
百
万
で
頭
打
ち
。
今
後

郵
便
事
業
と
の
関
係
で
は
四
万
四
千
人

が
対
象
。
民
間
の
宅
配
関
連
の
労
働
水

準
に
合
わ
せ
る
方
針
。
非
正
規
労
働
者

の
待
遇
改
善
の
取
り
組
み
に
協
力
い
た

だ
き
た
い
。

職
場
が
息
を
吹

き
返
す
春
闘
に
。

年
収
を
維
持
し
、

厳
し
い
経
営
の
中

で
も
、
安
易
な

労
働
条
件
の
引

　
生
公
連
は
生

活
関
連
の
公
共

事
業
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
十
一

月
に
ト
ン
ネ
ル
調

査
を
行
っ
た
。
今

回
は
加
盟
労
組

発
言
の
紹
介

　
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
が
国
会

を
通
り
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の

根
幹
が
崩
さ

れ
た
。
高
知
市

と
の
交
渉
で
は

五
十
人
が
集
ま
り
、
市
立
も
民
間
も

格
差
を
つ
け
ず
市
の
責
任
で
平
等
に
し

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
回
答
も
引
き
出

し
た
。
今
春
闘
を
生
活
、
労
働
条
件
の

向
上
を
め
ざ
し
て
た
た
か
う

　
電
力
の
問
題
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

賦
課
金
や
石
炭

な
ど
の
値
上
げ

が
迫
っ
て
い
る
。

経
営
コ
ス
ト
を
価

宇
治
電
労
組
　
柳
委
員

格
に
転
嫁
で
き
な
い
中
小
企
業
全
体
に

影
響
す
る
。
製
紙
メ
ー
カ
ー
大
手
な
ど

は
自
家
発
電
の
仕
組
み
を
持
っ
て
お

り
、
影
響
は
少
な
い
。
脱
原
発
に
異
論

は
な
い
が
、
す
ぐ
に
止
め
る
と
い
う
の
は

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
大
打
撃
。
国
の

厳
し
い
監
視
や
規
制
の
中
と
い
う
条
件

付
き
で
、
原
発
を
一
定
期
間
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
か
。
反
対
で

は
な
く
安
全
な
も
の
を
選
択
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

こ
う
ち
生
協
労
組
　
東
委
員

　
嶺
北
労
連
は
七
年
ぶ
り
の
再
開
を
果

た
し
た
。
嶺
北
地
域
で
の
嶺
北
労
連
の

嶺
北
労
連
　
山
下
委
員

き
下
げ
に
は
応
じ
な
い
。
対
等
な
労
使

関
係
の
構
築
の
た
め
に
、
未
組
織
の
組

織
化
に
取
り
組
み
た
い
。
現
場
に
あ
る

問
題
を
拾
い
集
め
て
要
求
に
変
え
て
い

く
。
学
習
で
執
行
委
員
会
中
心
に
組

織
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

果
た
す
役
割
を

再
考
し
、
労
働

者
の
権
利
を
ま

も
る
た
め
、
職
場

と
地

域

を
軸

に
、
各
労
組
が

連
帯
し
て
い
く
こ

　
青
年
部
は
組

織
強
化
を
方
針

と
し
て
昨
年
の

定
期
大
会
で
確

認
し
た
。
以
降
、

右
往
左
往
し
な

県
国
公
　
土
井
委
員

が
上
手
く
連
携
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
今
後
も
や
り
た
い
。

　
県
国
公
は
、
人
事
院
を
無
視
し
た
引

き
下
げ
は
違
憲
と
い
う
こ
と
で
裁
判
闘

争
中
。
二
年
限
定
の
賃
下
げ
が
恒
久

的
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
地
方
分
権

の
問
題
と
併
せ
て
闘
い
を
進
め
る
。

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
青
年
労
働
者

の
要
求
実
現
の
た
め
に
、
組
織
拡
大
の

先
頭
に
立
と
う
と
い
う
決
意
。
み
ん
な

で
青
年
部
を
作
っ
て
い
く
な
ど
、
四
本

の
柱
を
立
て
て
い
る
。
「つ
な
が
り
」を
意

識
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

青
年
部
（県
教
組
）　
植
野
委
員

　
在
籍
三
年
の
正

規
職
員
化
を
勝

ち
取
っ
た
。
時
給

も
三
十
円
ア
ッ
プ

さ
せ
た
。
就
業
規

則
に
基
づ
き
、
一

時
金
も
年
間
三

福
祉
保
育
労
　
富
岡
委
員

か
月
を
勝
ち
取
っ
て
、
二
か
月
の
年
末

一
時
金
が
支
払
わ
れ
た
。
大
き
な
前
進

だ
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
に
新
し
く
五

名
の
仲
間
が
組
合
に
加
入
し
た
。
職
場

の
四
分
の
三
を
達
成
し
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
。

　
自
公
二
党
が
政

権
を
握
り
、
国

民
会
議
を
、
本

格
稼
働
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。

社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
は

改
悪
の
基
本
的

年
金
者
組
合
　
岡
田
委
員

な
部
分
だ
。
憲
法
違
反
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
と
う
に
は
っ
き
り
し
た
意
思

表
示
で
、
住
民
、
国
民
と
し
て
徹
底
的

に
抗
議
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
組

織
拡
大
は
県
労
連
の
中
で
先
頭
に
立
ち

頑
張
っ
て
き
た
。
年
金
者
組
合
の
紹
介

パ
ン
フ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
職
場
な
ど
に

配
布
し
て
い
た
だ
き
、
「生
涯
全
労
連
の

高
知
県
への
移

住
が
増
え
て
お

り
、
選
ば
れ
る

た
め
に
は
、
公
的

な
保
育
制
度
を

守
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
。
市
町

仲
間
は
高
齢
化

し
て
、
活
動
も

大
変
に
な
っ
て
い

る
。
入
っ
て
も
問

題
が
解
決
す
れ

ば
労
組
を
や
め

て
い
く
傾
向
に
あ

る
。
加
入
初
期

自
治
労
連
　
筒
井
委
員

村
訪
問
で
は
子
ど
も
子
育
て
関
連
法
に

つ
い
て
要
請
と
懇
談
。
県
内
の
状
況
で

は
ど
こ
で
も
子
育
て
は
重
要
な
課
題
で
、

公
的
保
育
で
で
き
る
限
り
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。
二
〇
一
五
年

度
に
向
け
た
私
た
ち
の
対
策
と
取
り
組

み
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
自
治
労
連

と
し
て
も
一
役
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

自
交
総
連 

横
田
委
員

時
点
の
意
思
確
認
が
重
要
で
は
な
い
か
。

と
を
確
認
し
た
。
県
労
連
運
動
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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２
０
１
３
年
の
労
働
相
談
活
動
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
、
昨
年
１

年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
雇
用
や
労
働
環
境
の
悪
化

が
続
く
も
と
で
、
正
規
、
非
正
規
な
ど

雇
用
形
態
の
違
い
を
超
え
て
、
深
刻
か

つ
切
実
な
雇
用
や
労
働
問
題
を
め
ぐ
っ

て
２
４
２
件
の
相
談
（別
表
参
照
）
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
働
く
人
た
ち
が
抱
え

る
悩
み
、
不
満
、
怒
り
な
ど
の
原
因

は
、
職
場
に
労
働
組
合
が
な
く
労
使
対

等
性
が
損
な
わ
れ
、
労
働
者
が
無
権

利
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
共
通

し
て
い
ま
す
。
１
日
も
早
い
労
働
組
合

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
と
く
に
最
近
目
立
っ
て
き
て
い
る
解

雇
問
題
の
特
徴
（点
）
に
つ
い
て
分
析
し

て
み
ま
す
。
最
近
の
解
雇
を
め
ぐ
る
相

談
事
例
で
は
、
使
用
者
が
解
雇
と
い
う

や
り
方
を
避
け
、
雇
用
労
働
者
に
「自

己
退
職
」
を
仕
向
け
る
と
い
う
や
り
方

が
増
え
て
き
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ

う
し
た
や
り
方
は
、
今
、
社
会
的
な
批

判
を
う
け
、
厚
生
労
働
省
も
調
査
に

乗
り
出
し
て
い
る
大
企
業
の
い
わ
ゆ
る

「追
い
出
し
部
屋
」と
い
わ
れ
る
退
職
強

要
と
同
じ
よ
う
な
き
わ
め
て
陰
湿
で
悪

質
な
手
法
に
酷
似
し
て
い
ま
す
。
仕
事

上
の
些
細
な
ミ
ス
や
非
効
率
性
な
ど
への

責
任
追
求
と
あ
わ
せ
て
仕
事
の
完
熟

（完
璧
）
度
な
ど
を
無
理
強
い
し
、
「圧

迫
的
な
面
談
」
に
よ
り
、
退
職
届
け
を

書
か
せ
無
理
や
り
出
さ
せ
る
と
い
う
の
が

共
通
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

手
法
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
か
を
考
え
て

み
る
と
、
解
雇
で
は
な
く
自
己
退
職
な

ら
ば
突
然
の
解
雇
で
あ
っ
て
も
使
用
者

は
、
解
雇
予
告
手
当
を
支
払
う
必
要

が
な
く
、
ま
た
、
解
雇
を
め
ぐ
っ
て
裁

判
な
ど
で
争
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
い

う
大
き
な
「メ
リ
ッ
ト
」
が
あ
る
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
の
防
御
策
と

し
て
は
、
絶
対
に
退
職
届
を
書
か
ず
、

出
さ
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
県
労
連
・労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
相

談
者
と
一
緒
に
な
っ
て
職
場
で
の
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
の
大
き
な
力
と
な
る
多

数
派(

組
合
）
を
め
ざ
す
共
同
の
取
り

組
み
を
進
め
て
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
、

２
０
１
３
年
春
闘
本
番
で
す
。
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
は
、
組
合
結
成
・加
入
に
つ

な
げ
る
た
め
直
接
の
相
談

（面
談
）
を

も
っ
と
も
重
視
を
し
、
新
た
な
組
合
員

拡
大
目
標
１
０
０
人
以
上
を
か
か
げ
奮

闘
、
努
力
を
す
る
決
意
で
す
。
関
係
組

織
・組
合
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
よ
り
い
っ

そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

樫
や
ん
奮
戦
記高知労働相談センター

樫原　正彦　事務局長

　
今
、
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
駆
け
込

み
退
職
に
関
し

て
。
県
教
組
は

退
職
金
の
削
減

に
つ
い
て
、
年
度

県
教
組
　
田
上
委
員

期
中
で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
反
対
の

取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
が
、
三
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
教
員
の
退
職

後
の
生
活
設
計
も
大
変
な
中
で
、
良

心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
で
大
変
腹
立
た
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
た
た
か
っ
て
い

き
た
い
。

26

1月～12月 242件 解雇 37人 社会･雇用保険 5人 セクハラ･いじめ 33人 その他 30人

男性 116人 退職強要 5人 配転･出向･転籍 2人 倒産･工場移転 0人 不明 3人

女性 126人 賃金･残業代 54人 労働条件切り下げ 15人 労災･職業病 12人

労働契約違反 7人 労働時間･休息 38人 組合結成･加入 1人

マスコミ 17人

20代 6人 正社員 77人 ～29人 108人 電話･メールで一応解決214人 ビラ･看板 7人

30代 20人 パート･契約 62人 30人～99人 23人 面談で一応解決 0人 団体･知人の紹介 86人

40代 25人 臨時･嘱託 6人 100人～299人 16人 相談を継続 5人 電話帳 33人

50代 54人 派遣･請負 3人 300人～999人 0人 単組などの組合紹介 23人 ネット･HP･メール 31人

60代 17人 その他 0人 1000人以上 0人 その他 0人 その他 1人

不明 120人 不明 94人 不明 95人 不明 0人 不明 67人

件数 相談内容

相談の契機

年齢構成 雇用形態 事業所規模 相談の結果

　
今
春
闘
で
は
、
賃
金
闘
争
と
働
く

ル
ー
ル
の
改
善
、
組
織
拡
大
は
も
ち

ろ
ん
、
「構
造
改
革
に
立
ち
向
か
う
」

闘
い
と
「憲
法
改
悪
阻
止
」の
闘
い
が

大
き
な
課
題
で
す
。
職
場
の
合
理

化
、
人
事
制
度
の
改
悪
、
社
会
保

障
制
度
の
改
悪
な
ど
、
労
働
者･

国

民
の
生
活
を
無
視
し
た
様
々
な
構
造

改
革
が
断
行
さ
れ
、
職
場
と
地
域
は

疲
弊
し
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「国

防
軍
の
保
有
」
や
「集
団
的
自
衛
権

の
行
使
」を
明
言
す
る
自
民
党
が
衆

そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
員
と
し
て
の
自
覚
を

訴
え
る
こ
と
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

書
記
長
の
ま
と
め

議
院
選
挙
で
大
勝
し
た
こ
と
に
よ

り
、
憲
法
改
正
が
現
実
味
を
帯
び

て
い
ま
す
。
今
春
闘
で
は
、
大
局

的
な
視
点
を
持
ち
、
こ
の
二
つ
の

課
題
に
立
ち
向
か
う
闘
い
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
闘
争
の
重
点

　
賃
金
闘
争
の
強
化
が
不
可
欠
で

す
。
賃
金
要
求
の
練
り
上
げ
に
つ

い
て
は
、
「対
話
」
を
重
視
し
、
徹

底
し
た
要
求
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
単
産･

単
組
で
賃

金
状
況
の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、

全
組
織
で
要
求
書
の
提
出
を
目
指

し
ま
す
。

働
く
ル
ー
ル
の
改
善

　
職
場
で
は
、
安
全
衛
生
委
員
会

を
設
置
し
、
組
合
か
ら
の
積
極
的

な
議
題
提
起
と
三
六
協
定
の
締
結

で
「組
合
員
が
主
人
公
」
と
な
れ

る
職
場
を
目
指
し
ま
す
。

組
織
拡
大
の
具
体
化

　
中
期
計
画
を
具
体
化
し
、
春
の

組
織
拡
大
月
間

（三
月
～
五
月
）

に
合
わ
せ
た
計
画
を
全
て
の
単
産･

単
組
で
議
論
し
、
目
標
と
そ
の
道

筋
、
毎
月
の
拡
大
状
況
等
を
鮮
明

し
た
上
で
増
勢
を
図
り
ま
す
。

　
消
費
税
増
税･

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加･

社

会
保
障
改
悪･

原
発
推
進･

オ
ス
プ
レ

イ
配
備
・
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る

大
き
な
共
同
で
参
院
選
挙
勝
利
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。



(4）２０１３年２月５日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１４９

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
二
月
二
十
五

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

体
罰
は
入
試
変
え
て
も
意
味
は
な
い

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（石
丸
虎
子
）

時事川柳を募集中！

　

１
４
８
号
の
答
え
は
「
カ
ル
タ

ア
ソ
ビ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

責
め
ら
れ
た
早
期
退
職
誰
の
せ
い
？

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（石
丸
虎
子
）

　
　
　

高
橋　

清
人　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

山
本 

喜
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

長
野　

浩
三　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

ア
ル
ジ
ェ
テ
ロ
幹
部
派
遣
も
犠
牲
者
に

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（石
丸
虎
子
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

おたよりの紹介

○給料やボーナスを下がり、本代を増やすためにクロス

ワードパズルに応募しています。機関紙も読んでいます

よ。 県教組 （K･N）

○あと１年で退職です。給料は５０歳からストップ、引か

れる額が増加の一途で、 昨年のマイナス勧告により、

手取り額は激減！！退職金も減らされて、年金額も先延

ばし、 減少傾向。このままではどうなる事やら。政治家

は、底辺の国民を見ているの？日本をつぶす気なの？

自治労連 （K･Y）

日時：2012年2月22日(金)

場所：高知城ホール3F県教組会議室

内容 ： 『ＩＥとは？』

講師：ミロク製作所労組　書記長　山本浩史

県労連『民間労組学習会』

新
春
旗
開
き
に　

人
120

　
県
労
連
は
１
月
１
１
日
、
新

春
旗
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
組
織
内
外
か
ら
１
２
０
名
が
集

い
、
交
流
す
る
と
と
も
に
新
た

な
年
の
運
動
の
発
展
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
田
口
委
員
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
続
い
て
尾
崎
正
直
知
事
の

代
理
で
原
田
悟
県
商
工
労
働
部

長
と
日
本
共
産
党
県
委
員
会
を

代
表
し
て
浜
川
ゆ
り
子
氏
が
来

賓
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
知
法
律
事
務
所
の
谷
脇
和

仁
弁
護
士
の
音
頭
で
乾
杯
し
た

後
、
和
や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
枠
に
入
る

文
字
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
ょ
う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
英
語
で
競

走
、
競
争
。
自
動
車
―
―
　
②

―
―
を
越
え
た
愛
　
③
赤
字
の

―
―
。
―
―
記
事
　
④
巨
万
の

○
○
を
築
く
　
⑥
二
人
の
―
―

を
出
版
　
⑧
舞
台
―
―
に
着
替

え
る
　
⑩
―
―
旅
行
で
タ
ー
ジ
・

マ
ハ
ル
へ
　
⑪
相
撲
取
り
が
○
○

を
踏
む

【ヨコのカギ】 ①

政党名を――し

支持を訴える　

③○○始末。○

○の祭り　⑤あり

きたり　⑦伊達や

――じゃ成就しな

い　⑨無実を――

して見せた　⑪

オッと合点の――

の助　⑫厳寒の

○○、お変わりあ

りませんか　⑬

――チンキ

※ＩＥは、今や製造業のみで無く、医療現場や小売業まで幅広く活用

されている経営管理技術のことです。 今回は、 初歩学習として、 IEの

基本的な考え方や手法について労組の立場から学習します。マネジメ

ントの知識を身に付け、労使対等な力関係を築く一歩にしていきましょ

う。

○前回川柳に応募するのを忘れてました。今回の機関

紙を見た職場の仲間に 「虎子のがない！！いかんろ

う？！」 と言われたしまいました。 期待に応えなく

ちゃ！！自治労連（T･I）

団結ガンバローの様子

秘
め
て
こ
そ
九
条
変
え
ん
反
省
ノ
ー
ト

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

封
じ
れ
ど
口
に
出
に
け
り
改
憲
の
弁

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

参
院
後
右
へ
ア
ク
セ
ル
全
開
に

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）


